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１）大石和徳：肺炎球菌感染症 up to date わが国の成人侵襲性肺炎球菌感染症の血清型別罹患率とワクチ

ン効果，第 95 回日本感染症学会総会・第 69 回日本化学療法学会総会，令和 3.5.7-9，Web 開催

２）板持雅恵，田村恒介，谷　英樹，金谷潤一，磯部順子，木全恵子，彼谷裕康，山本善裕，黒田　誠，

富山県 COVID-19 疫学研究グループ，大石和徳：富山県における新型コロナウイルス流行に関する分子疫

学的解析，第 95 回日本感染症学会学術講演会，令和 3.5.7-9，Web 開催

３）田村恒介，板持雅恵，谷　英樹，大石和徳，彼谷裕康，森永芳智，山本善裕：富山県内における新型

コロナウイルス感染症（COVID-19）の臨床ウイルス学的検討，第 95 回日本感染症学会学術講演会，令和

3.5.7-9，Web 開催

４）健名智子，小玉修嗣，山本　敦，井上嘉則，早川和一：無機陰イオンのモリブデン酸添加移動相を用

いた逆相 HPLC 分離における検出挙動，第 81 回分析化学討論会，令和 3.5.22-23，Web 開催

５）板持雅恵，稲崎倫子，佐賀由美子，五十嵐笑子，矢澤俊輔，谷　英樹，田村恒介，笹島　仁，川尻千

賀子，大石和徳：外国人労働者における感染症危機管理の課題，第 41 回衛生微生物技術協議会研究会，

令和 3.6.9-10，（Web 開催）

６）大石和徳，磯部順子，綿引正則，木全恵子：腸管系病原細菌の生態学的研究：富山県で分離されたア

ルベルティイ菌の遺伝子解析，2021 年度北陸腸内細菌研究会総会・研究発表会，大阪市，令和 3.7.10
（Web 開催）
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７）佐賀由美子，嶌田嵩久，松村隆治，稲崎倫子，板持雅恵，谷　英樹，大石和徳：富山県の獣医療従事

者における重症熱性血小板減少症候群の感染リスクに関する研究，令和 3 年度中部地区獣医師大会・獣医

学術中部地区学会，金沢市，令和 3.9.5-6（Web 開催）

８）Eugene Mazimpaka, Hirohisa Mekata, Hideki Tani, Ken Maeda, Keita Ishijima, Yumi Kirino, Akatsuki 
Saito, Tamaki Okabayashi : A high-throughput neutralizing antibody test for SFTS diagnosis, 第 164 回日

本獣医学会学術集会，令和 3.9.7-9，Web 開催

９）山下智富，村元達也，山口　央：液体クロマトグラフィーでの分離媒体への応用を狙いとする陽極酸

化アルミナ透過薄膜の作製，日本分析化学会第 70 年会，令和 3.9.22-24，Web 開催

10）高岡美紗，田村恒介，加藤智子，笹島　仁：富山県におけるRS ウイルス感染症の発生状況について

（2021 年），令和３年度地方衛生研究所全国協議会東海・北陸支部　保健情報疫学部会，名古屋市，令和

3.10.7-8（書面開催）

11）山下智富：熱溶解積層型３D プリンタを利用して作製したPDMS 製チップの溶液混合への応用，第

52 回 中部化学関係学協会支部連合秋季大会，令和 3.10.30-31，Web 開催

12）木村美幸，山下　純，谷　英樹：ルジョウイルス細胞侵入におけるカンナビノイド受容体の関与，第

94 回日本生化学大会，横浜市，令和 3.11.3-5

13）森永芳智，谷　英樹，寺﨑　靖，野村　智，川筋仁史，兼田磨熙杜，村井佑至，上野亨敏，宮嶋友希，

福井康貴，長岡健太郎，大石和徳，山本善裕：新型コロナウイルス中和抗体検査と抗 RBD 抗体検査の臨

床的妥当性の検証，第 64 回日本感染症学会中日本地方会学術集会，岐阜市，令和 3.11.5-7

14）川筋仁史，森永芳智，谷　英樹，兼田磨熙杜，村井佑至，上野亨敏，宮嶋友希，福井康貴，長岡健太

郎，仁井見英樹，山本善裕：COVID-19 ワクチン接種後に獲得される抗体の量的・質的評価，第 64 回日本

感染症学会中日本地方会学術集会，岐阜市，令和 3.11.5-7

15）長岡健太郎，兼田磨熙杜，村井佑至，上野亨敏，川筋仁史，宮嶋友希，福井康貴，仁井見英樹，森永

芳智，谷　英樹，山本善裕：COVID-19 における胸膜下非区域性スリガラス影と呼吸不全の相関性，第 64
回日本感染症学会中日本地方会学術集会，岐阜市，令和 3.11.5-7

16）綿引正則，内田　薫，中村雅彦，金谷潤一，磯部順子，木全恵子，大石和徳，高本恭子，佐々木一成，

高崎慎太郎，得田和彦：同一患者由来，長期保菌後の尿路病原性大腸菌 ST405 から検出された一塩基多型，

第 50 回薬剤耐性菌研究会，静岡県伊豆の国市，令和 3.11.12-13

17）谷　英樹，佐賀由美子，五十嵐笑子，小澤龍彦，岸　裕幸，森永芳智，山本善裕，磯部正治，黒澤信

幸，小野慎子，松浦善治，仁井見英樹：新型コロナウイルスの細胞侵入を阻害するヒト・モノクローナル

抗体の作製，第 68 回日本ウイルス学会学術集会，神戸市，令和 3.11.16-18

18）木村美幸，山下　純，谷　英樹：カンナビノイド受容体 1 阻害剤によるルジョウイルス細胞融合の抑

制，第 68 回日本ウイルス学会学術集会，神戸市，令和 3.11.16-18 
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19）佐賀由美子，梶川揚申，木村美幸，五十嵐笑子，稲崎倫子，沖津祥子，牛島廣治，谷　英樹：経口摂

取におけるノロウイルスカプシド蛋白質に対する抗体誘導の評価，第 68 回日本ウイルス学会学術集会，神

戸市，令和 3.11.16-18

20）関口和樹，木村美幸，森永芳智，牛島廣治，谷　英樹：ヒトノロウイルス様粒子を用いた高感度細胞

侵入系の開発，第 68 回日本ウイルス学会学術集会，神戸市，令和 3.11.16-18

21）稲崎倫子，谷　英樹，板持雅恵，佐賀由美子，矢澤俊輔，五十嵐笑子，田村恒介，加藤智子，笹島　仁，

川尻千賀子，大石和徳：富山県における新型コロナウイルス感染症の変異株の推移とゲノム解析，第 49
回北陸公衆衛生学会，金沢市，令和 3.11.18-24（誌上開催）

22）村元達也：LVI-GC/MS による水道水等飲料水中農薬類の一斉分析法の検討，第 58 回全国衛生化学技

術協議会年会，名古屋市，令和 3.11.25-26（Web・紙上開催）

23）大嶋直浩，髙木規峰野，高橋夏子，堀井裕子（19 番目），他地衛研 26 名：令和 2 年度 室内空気環境

汚染に関する全国実態調査，第 58 回全国衛生化学技術協議会年会，名古屋市，令和 3.11.25-26（Web・紙

上開催）

24）Oishi K, Tamura K, Chang B, Fujikura H, Shimbashi R : the Adult IPD Study Group : Dynamic 
changes in serotype distribution of invasive pneumococcal disease among adults after introduction of 
pediatric pneumococcal conjugate vaccine （PCV） in 2013-2019 in Japan, 第 3 回アジア肺炎球菌シンポジ

ウム，長野県軽井沢町，令和 3.12.2-3

25）Kanatani J, Maenishi E, Isobe J, and Oishi K, : Bacterial transcytosis of Streptococcus pneumoniae 
across the host cells: an in vitro model for analysis of invasive potential, 第 3 回アジア肺炎球菌シンポジ

ウム，長野県軽井沢町，令和 3.12.2-3

26）Tamura K, Chang B, Oishi K, and the Adult IPD Study Group : Association of Serotype with Clinical 
Presentation of Invasive Pneumococcal Disease in Adults, Japan, 第 3 回アジア肺炎球菌シンポジウム，

長野県軽井沢町，令和 3.12.2-3

27）谷　英樹，稲崎倫子，五十嵐笑子，彼谷裕康，丸山裕美子，板持雅恵，佐賀由美子，矢澤俊輔，笹島　仁，

川尻千賀子，大石和徳：新型コロナウイルス感染症ワクチン接種後感染者の血中中和抗体の保有状況に関

する解析，第 25 回日本ワクチン学会学術集会，長野県軽井沢町，令和 3.12.3-5 

28）堀井裕子，中山恵理子：富山県内で発生したトリカブトによる食中毒事例について，令和 3 年度地方

衛生研究所全国協議会東海北陸支部衛生化学部会，富山県射水市，令和 4. 2. 17（紙面開催）

29）板持雅恵，矢澤俊輔，稲崎倫子，佐賀由美子，五十嵐笑子，田村恒介，前西絵美，磯部順子，中村雅

彦，高岡美紗，笹島　仁，川尻千賀子，谷　英樹，大石和徳：富山県内の高齢者施設における新型コロナ

ウイルスワクチン接種による中和抗体の応答，第 56 回富山県公衆衛生学会，富山市，令和 4.2.18（ハイブ

リッド開催）
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30）高岡美紗，田村恒介，加藤智子，笹島　仁：富山県におけるRS ウイルス感染症の発生状況について

（2021 年），第 56 回富山県公衆衛生学会，富山市，令和 4.2.18（ハイブリッド開催）

31）板持雅恵，矢澤俊輔，稲崎倫子，佐賀由美子，五十嵐笑子，田村恒介，前西絵美，磯部順子，中村雅

彦，高岡美紗，笹島　仁，川尻千賀子，谷　英樹，大石和徳：富山県内の高齢者施設における新型コロナ

ウイルスワクチン接種による中和抗体の応答，第 56 回富山県公衆衛生学会，富山市，令和 4.2.18（ハイブ

リッド開催）

32）稲崎倫子，田村恒介，板持雅恵，佐賀由美子，矢澤俊輔，五十嵐笑子，加藤智子，笹島　仁，川尻千

賀子，谷　英樹，大石和徳：富山県における新型コロナウイルスのゲノムネットワーク解析研究，第 56
回富山県公衆衛生学会，富山市，令和 4.2.18（ハイブリッド開催）

33）木全恵子，磯部順子，綿引正則，前西絵美，佐賀由美子：富山県におけるイノシシの志賀毒素産生性

大腸菌の地域定着性の解析，第 56 回富山県公衆衛生学会，富山市，令和 4.2.18（ハイブリッド開催）

34）黒崎　薫，楠　秀子，竹中奈津希，桐溪　茜，水上克己，江戸岳夫，鈴木富勝，瀧波賢治，中田政司，

堀井裕子：トリカブトによる食中毒について，第 56 回富山県公衆衛生学会，富山市，令和 4.2.18（ハイブ

リッド開催）

35）安川和志，金谷潤一，綿引正則：ポリプリン - ポリピリミジン配列情報をベースとした新規遺伝子型

別法，第 16 回日本ゲノム微生物学会年会，令和 4.3.2-4，Web 開催

36）矢澤俊輔，五十嵐笑子，谷　英樹：新型コロナウイルス感染症患者鼻腔・鼻咽頭ぬぐい液及び唾液検

体におけるウイルス分離培養の比較解析，令和 3 年度地方衛生研究所全国協議会　東海・北陸支部微生物

部会，三重県四日市市，令和 4.3.4（紙面開催）

37）板持雅恵，稲崎倫子，五十嵐笑子，佐賀由美子，矢澤俊輔，長谷川澄代，谷　英樹：富山県における

2021 年感染症発生動向調査について（ウイルスおよびリケッチア検出状況），令和 3 年度地方衛生研究所

全国協議会　東海・北陸支部微生物部会，三重県四日市市，令和 4.3.4（紙面開催）

38）佐賀由美子，五十嵐笑子，谷　英樹：生ウイルスおよびシュードタイプウイルスを用いた中和測定法

によるCOVID-19 中和抗体価の比較検証，令和 3 年度地方衛生研究所全国協議会　東海・北陸支部微生物

部会，三重県四日市市，令和 4.3.4（紙面開催）

39）五十嵐笑子，谷　英樹：富山県におけるインフルエンザの流行（2021/2022 シーズン），令和 3 年度地

方衛生研究所全国協議会　東海・北陸支部微生物部会，三重県四日市市，令和 4.3.4（紙面開催）

40）稲崎倫子：富山県における胃腸炎ウイルス検査状況，令和 3 年度地方衛生研究所全国協議会　東海・

北陸支部微生物部会，三重県四日市市，令和 4.3.4（紙面開催）

41）木全恵子：富山県におけるイノシシの志賀毒素産生性大腸菌の地域定着性の解析，令和 3 年度地方衛

生研究所全国協議会　東海・北陸支部微生物部会，三重県四日市市，令和 4.3.4（紙面開催）
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42）中村雅彦：富山県における2021 年の食中毒発生状況と腸管系病原細菌検出状況，令和 3 年度地方衛生

研究所全国協議会　東海・北陸支部微生物部会，三重県四日市市，令和 4.3.4（紙面開催）

⑶　受賞,学位授与,資格取得等

１）受賞

木全　恵子

令和 3 年度日本食品微生物学会論文賞

令和 3 年 9 月 21 日

２）受賞

中崎　美峰子

令和 3 年度日本公衆衛生協会会長表彰

令和 4 年 2 月 25 日

⑷　知　的　所　有　権

発明の名称 特許権者・出願人 発明者 番号

流路チップの製造方法 富山県 山下智富
特許第5344414号

（平成25年8月23日）

抗SARS-CoV-2スパイク抗体
国立大学法人富山大

学・富山県

小澤龍彦，岸　裕幸，

磯部正治，黒澤信幸，

森永芳智，山本善裕，

仁井見英樹，谷　英樹

特願2021-056423
（令和3年3月30日）

ウイルスの中和抗体の検出方法
国立大学法人富山大

学・富山県

森永芳智，山本善裕，

川筋仁史，谷　英樹

特願2021-064709
（令和3年4月6日）

抗SARS-CoV-2抗体
国立大学法人富山大

学・富山県

小澤龍彦，岸　裕幸，

磯部正治，黒澤信幸，

森永芳智，山本善裕，

仁井見英樹，谷　英樹

特願2021-098970
（令和3年6月14日）

ウイルスの中和抗体の検出方法
国立大学法人富山大

学・富山県

森永芳智，山本善裕，

川筋仁史，谷　英樹

PCT/JP2022/16414
（令和4年3月31日）
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